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1. 平成22年1月期第3四半期の連結業績（平成21年2月1日～平成21年10月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第3四半期 32,510 ― △1,183 ― △1,202 ― △1,365 ―
21年1月期第3四半期 39,644 5.5 1,887 3.2 1,914 2.3 571 △35.9

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年1月期第3四半期 △78.36 ―
21年1月期第3四半期 32.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第3四半期 37,272 20,512 54.2 1,158.09
21年1月期 37,475 22,621 58.5 1,257.17

（参考） 自己資本 22年1月期第3四半期 20,184百万円 21年1月期 21,911百万円

2. 配当の状況

（注）配当予想の当四半期における修正の有無 有

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
22年1月期 ― 10.00 ―
22年1月期
（予想）

10.00 20.00

3. 平成22年1月期の連結業績予想（平成21年2月1日～平成22年1月31日）
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無 有

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 △20.8 △700 ― △800 ― △1,400 ― △80.32
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4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 無

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 有
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの）

(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
１．業績予想は本資料の発表日現在における入手可能な情報に基づいて当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そ
のため、様々な要因の変化により、実際の業績はこれと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基
準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第3四半期 18,800,000株 21年1月期 18,800,000株
② 期末自己株式数 22年1月期第3四半期 1,370,570株 21年1月期 1,370,521株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年1月期第3四半期 17,429,469株 21年1月期第3四半期 17,429,479株
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間における情報サービス産業におきましては、企業収益の低下や雇用情勢の悪化によ

り、情報化投資の先送りや縮小が続いており、依然として先行きは不透明な状況にあります。その一方、業界再

編などの将来を見据えた動きも顕著になってきており、当業界は新たな局面を迎えつつあります。

このような事業環境の中、当社グループは企業価値の向上を目指し、経営の効率化やグループ間の連携を強化

してまいりました。さらに人件費の圧縮や事業所の見直しなど徹底したコスト削減にも努めてまいりましたが、

業績面ではいまだ厳しい状況が続いております。その要因といたしましては、長引く不況により主要顧客である

製造業、金融業の受注が引き続き低調に推移したことに加え、不採算プロジェクトの悪化や無形固定資産の減損

処理を実施したことなどが挙げられます。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は325億１千万円、営業損失は11億８千３百万円、経常

損失は12億２百万円、四半期純損失は13億６千５百万円となりました。

なお、平成21年10月30日に発表しましたように、連結子会社である双日システムズ株式会社を双日株式会社へ

株式譲渡を行っております。これを機に、当社グループは事業分野の選択と集中をさらに推し進め、収益基盤の

強化に努めてまいります。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

(ソフトウエア開発事業)

製造業、金融業を中心に情報化投資の延伸や受注案件の小型化が続いており、売上高は167億７千１百万円とな

りました。

(情報システムサービス事業)

安全性、品質性に優れた設備で付加価値の高いサービスを提供するデータセンタービジネスの売上は順調に推

移しましたが、製品検証サービスビジネス等の売上が減少したことにより、売上高は157億３千９百万円となりま

した。

(ａ)プロフェッショナルサービス

受注獲得を目指して営業力の強化などに努めましたが、市場縮小の影響により製品検証サービスの売上が

減少したため、売上高は88億３千２百万円となりました。

(ｂ)アウトソーシングサービス

昨年受注した神奈川第二データセンターの業績が寄与し、売上高は52億９千万円となりました。

(ｃ)パッケージ

生産性の向上や物流コストの削減に繋がる三次元シミュレーションソフト「ＲaＬＣ®」（ラルク）の売上

などが増加した結果、売上高は16億１千６百万円となりました。

２．連結財政状態に関する定性的情報

（資産）

資産の残高は372億７千２百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億３百万円の減少となりました。こ

れは、当連結会計年度からリース取引に関する会計基準を適用したことによるリース資産の増加が53億２

千９百万円あったものの売掛金の回収により受取手形及び売掛金が38億８千３百万円減少や現金及び預金

が19億７千万円減少したことなどによるものです。

（負債）

負債の残高は167億５千９百万円となり、前連結会計年度末と比べ19億５百万円の増加となりました。こ

れは、買掛金や法人税等の支払、短期借入金の返済による減少があったものの、当連結会計年度からリー

ス取引に関する会計基準を適用したことによるリース債務（短期）（流動負債 その他）の増加が３億５

千７百万円、リース債務（長期）の増加が50億７百万円あったことなどによるものです。

（純資産）

純資産は205億１千２百万円となり、前連結会計年度末と比べ21億８百万円の減少となりました。これは、

四半期純損失や配当金の支払により利益剰余金が18億１百万円減少したことなどによるものです。

-3-

株式会社シーイーシー　(9692)　平成22年１月期　第３四半期決算短信



（キャッシュ・フローの状況）

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、32億９千６百

万円となり、第２四半期連結会計期間末から13億５千８百万円減少しました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動による資金の増加は７億２千１百万円となりました。主な内訳は、売上債権の減少が９億３

千７百万円によるものです。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動による資金の減少は10億６千５百万円となりました。主な内訳は、子会社株式の売却による

支出９億４千７百万円によるものです。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動による資金の減少は10億１千３百万円となりました。主な内訳は、短期借入金の返済６億６

千万円、長期借入金の返済８千９百万円、配当金の支払による支出１億７千４百万円によるものです。

３．連結業績予想に関する定性的情報

平成22年１月期の業績予想につきましては、平成21年９月14日公表いたしました業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日付公表の「平成22年１月期 通期業績予想の修正および期末配当予想の修正に

関するお知らせ」をご参照下さい。

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る

実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。

棚卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価

切下げを行っております。

② 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

③ 税金費用の計算

税金費用の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを基本とし、経営環境等の変化による重要な影響を加味した方法によっておりま

す。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年３月14日

企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」

に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９

号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については次のとおり変更しております。
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商品・材料・貯蔵品･･･総平均法による低価法から総平均法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

仕掛品･･･････････････個別法による低価法から個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）

なお、この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

③ 第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号）を適用しております。

なお、この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

④ 所有権移転外ファイナンス･リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計

処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日

（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指

針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用

することができることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。

また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース

期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、期首に

前連結会計年度末における未経過リース料残高または未経過リース料期末残高相当額（利息相当額控除

後）を取得価額として取得したものとしてリース資産を計上する方法によっております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業損失は169,924千円減少し、経常損失及び税金等調整前

四半期純損失は33,850千円それぞれ増加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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5.【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,301,888 5,272,433

受取手形及び売掛金 5,799,327 9,682,802

有価証券 574,650 407,400

商品 57,421 292,285

仕掛品 2,182,588 1,978,509

その他 3,202,738 1,513,663

貸倒引当金 △9,718 △42,877

流動資産合計 15,108,895 19,104,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,325,602 8,478,890

土地 2,583,496 2,583,496

リース資産（純額） 5,329,116 －

その他（純額） 669,819 664,124

有形固定資産合計 16,908,034 11,726,511

無形固定資産

のれん 60,032 602,548

その他 1,023,286 1,351,095

無形固定資産合計 1,083,318 1,953,643

投資その他の資産

その他 4,296,096 4,897,169

貸倒引当金 △123,858 △205,868

投資その他の資産合計 4,172,237 4,691,301

固定資産合計 22,163,590 18,371,456

資産合計 37,272,486 37,475,673

負債の部

流動負債

買掛金 1,285,735 2,320,294

短期借入金 1,649,250 2,549,986

未払法人税等 51,833 414,336

賞与引当金 792,142 529,222

その他 3,143,979 3,794,384

流動負債合計 6,922,942 9,608,225

固定負債

長期借入金 2,495,219 2,742,895

リース債務 5,007,116 －

繰延税金負債 29,021 1,926

退職給付引当金 1,777,861 1,927,235

役員退職慰労引当金 527,425 573,928

固定負債合計 9,836,644 5,245,985

負債合計 16,759,586 14,854,210
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,586,000 6,586,000

資本剰余金 6,415,030 6,415,030

利益剰余金 8,973,588 10,775,082

自己株式 △1,748,907 △1,748,878

株主資本合計 20,225,711 22,027,234

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △36,470 △112,866

為替換算調整勘定 △4,316 △2,582

評価・換算差額等合計 △40,786 △115,448

少数株主持分 327,975 709,677

純資産合計 20,512,899 22,621,463

負債純資産合計 37,272,486 37,475,673
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年10月31日)

売上高 32,510,792

売上原価 27,757,394

売上総利益 4,753,398

販売費及び一般管理費 5,936,476

営業損失（△） △1,183,078

営業外収益

受取利息 18,421

受取配当金 11,635

有価証券評価益 170,755

その他 70,482

営業外収益合計 271,294

営業外費用

支払利息 268,058

その他 23,033

営業外費用合計 291,092

経常損失（△） △1,202,875

特別利益

関係会社株式売却益 233,061

役員賞与引当金戻入額 48,400

貸倒引当金戻入額 3,369

過年度前払費用償却戻入額 29,525

その他 9,573

特別利益合計 323,930

特別損失

ソフトウエア償却費 341,702

固定資産売却損 1,827

固定資産除却損 41,503

投資有価証券評価損 60,787

貸倒引当金繰入額 26,919

のれん償却額 328,001

ゴルフ会員権評価損 10,700

その他 23,268

特別損失合計 834,711

税金等調整前四半期純損失（△） △1,713,656

法人税、住民税及び事業税 117,067

法人税等調整額 △434,577

法人税等合計 △317,510

少数株主損失（△） △30,389

四半期純損失（△） △1,365,756
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,713,656

減価償却費 1,079,716

ソフトウエア償却費 341,702

のれん償却額 378,977

賞与引当金の増減額（△は減少） 416,277

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △55,120

退職給付引当金の増減額（△は減少） 174,556

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △30,707

貸倒引当金の増減額（△は減少） 24,622

受取利息及び受取配当金 △30,057

支払利息 268,058

持分法による投資損益（△は益） 8,618

固定資産売却損益（△は益） 1,827

固定資産除却損 41,503

有価証券評価損益（△は益） △170,755

投資有価証券評価損益（△は益） 60,787

関係会社株式売却損益（△は益） △233,061

過年度前払費用償却戻入額 △29,525

ゴルフ会員権評価損 10,700

前渡金の増減額（△は増加） 28,634

前受金の増減額（△は減少） △113,900

売上債権の増減額（△は増加） 3,458,081

たな卸資産の増減額（△は増加） △228,554

その他の流動資産の増減額（△は増加） 28,488

仕入債務の増減額（△は減少） △745,793

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,406

未払金の増減額（△は減少） 239,276

未払費用の増減額（△は減少） △464,811

その他の流動負債の増減額（△は減少） 16,007

その他 48,290

小計 2,817,590

利息及び配当金の受取額 25,605

利息の支払額 △267,411

法人税等の支払額 △417,777

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,158,007

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △8,500

定期預金の払戻による収入 49,544

有価証券の取得による支出 △100,000

有価証券の売却による収入 100,000

固定資産の取得による支出 △1,328,048

投資有価証券の取得による支出 △40,249

子会社株式の取得による支出 △517

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

5,100

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△947,120

貸付金の回収による収入 11,748

敷金及び保証金の差入による支出 △23,593

敷金及び保証金の回収による収入 78,632

その他 1,537

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,201,466
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(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年２月１日
至 平成21年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △860,000

長期借入金の返済による支出 △288,428

自己株式の取得による支出 △29

配当金の支払額 △436,266

少数株主への配当金の支払額 △13,775

リース債務の返済による支出 △271,386

その他 15

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,869,869

現金及び現金同等物に係る換算差額 384

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,912,944

現金及び現金同等物の期首残高 5,208,989

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,296,045
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規

則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。
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(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日）

ソフトウエア
開発事業

(千円)

情報システム
サービス事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高

(1)外部顧客に
対する売上高

16,771,479 15,739,313 32,510,792 ― 32,510,792

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

192,216 85,432 277,649 (277,649) ―

計 16,963,696 15,824,746 32,788,442 (277,649) 32,510,792

営業損失(△) △711,188 △468,446 △1,179,634 (3,443) △1,183,078

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２ 各区分の主なサービスの名称

(1) ソフトウエア開発事業

ソフトウエア受託開発事業

(2) 情報システムサービス事業

ネットワークインテグレーションサービス、サポートデスクサービス、製品検証サービス、アウト

ソーシングサービス等各種サービス事業及びソフトウエアパッケージ販売事業

３ 会計処理の方法の変更

（リース取引に関する会計基準）

「定性的情報・財務諸表等 ４．その他（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」（企

業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リ

ース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会

計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。この変更に伴い、当第３

四半期連結累計期間の営業損失はソフトウエア開発事業で86,658千円、情報システムサービス事業で

83,265千円減少しております。

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を省略

しております。

【海外売上高】

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年２月１日 至 平成21年10月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表等
(１)(要約)四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間
前年同四半期連結累計期間

(自 平成20年２月１日

至 平成20年10月31日)科 目

金 額(千円)

Ⅰ 売上高 39,644,082

Ⅱ 売上原価 31,850,449

売上総利益 7,793,633

Ⅲ 販売費及び一般管理費 5,905,866

営業利益 1,887,766

Ⅳ 営業外収益 149,628

Ⅴ 営業外費用 122,521

経常利益 1,914,874

Ⅵ 特別利益 20,802

Ⅶ 特別損失 456,169

税金等調整前四半期純利益 1,479,506

法人税、住民税及び事業税 723,652

法人税等調整額 152,949

少数株主利益 31,092

四半期純利益 571,812
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(２)(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第３四半期連結累計期間

前年四半期連結累計期間

平成21年１月期

第３四半期

区 分 金 額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

１ 税金等調整前四半期(当期)純利益 1,479,506

２ 減価償却費 486,879

３ のれん償却額 93,150

４ 賞与引当金の増加額 689,012

５ 退職給付引当金の増減額 85,118

６ 持分法による投資損失 32,867

７ 売上債権の増減額 2,437,312

８ たな卸資産の増加額 △203,400

９ 仕入債務の増減額 △952,608

10 その他 △14,162

小計 4,133,675

11 利息及び配当金の受取額 76,233

12 利息の支払額 △11,548

13 法人税等の支払額 △1,292,880

14 クレーム費用の支払額 △17,639

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,887,841

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

１ 定期預金の預入による支出 △12,500

２ 定期預金の払戻による収入 18,848

３ 有価証券の取得による支出 △488,691

４ 有価証券の売却による収入 151,058

５ 固定資産の取得による支出 △2,951,832

６ 投資有価証券の取得による支出 △143,619

７ 投資有価証券の売却による収入 42,442

８ 関係会社株式取得による支出 △102,000

９ 事業譲受による支出 △60,000

10 出資金の払戻による収入 1,782

11 連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出（純額） ―

12 貸付による支出 △98,225

13 貸付金の回収による収入 34,546

14 敷金・保証金の払込による支出 △109,071

15 敷金・保証金の償還による収入 42,737

16 その他投資による支出 △157,246

17 その他 58,862

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,772,907

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

１ 短期借入金の純増減額 1,830,000

２ 長期借入による収入 △90,928

３ 長期借入金の返済による支出 ―

４ 自己株式の取得による支出 ―

５ 配当金の支払額 △584,526

６ 少数株主への配当金の支払額 △13,775

７ その他 △431

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,140,338

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △259

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 255,012

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 1,968,878

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 2,223,891
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(３)セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕
前第３四半期連結累計期間(自 平成20年２月１日 至 平成20年10月31日)

ソフトウエア

開発事業

(千円)

情報システム

サービス事業
(千円)

計
(千円)

消去又は

全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1)外部顧客に
対する売上高

21,897,564 17,746,518 39,644,082 ― 39,644,082

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

529,712 425,899 955,611 （955,611） ―

計 22,427,276 18,172,418 40,599,694 （955,611） 39,644,082

営業費用 21,217,003 17,444,317 38,661,320 （905,004） 37,756,315

営業利益 1,210,273 728,100 1,938,374 （50,607） 1,887,766
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